
 
（研究ノート） 

音楽科授業における「言語活動」と「主体的に学習に取り組む態度の評価」の在り方について 

－文部科学省の資料の整理に基づいて－ 

 

新山王政和 

音楽教育講座 

 

A Consideration of "Language Activities" and "Evaluation of Independent Learning Attitude" in Music Classes: 

Based on documents of the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology 

 

Masakazu SHINZANO 

Department of Music Education, Aichi University of Education, Kariya 448-8542, Japan 

 

キーワード：音楽科の言語活動  主体的な学習  学習評価 

keywords：language activities learning independently music class 

 

Ⅰ 本報告の概要 

１、「言語活動」に関する混乱 

平成 20年 1月に答申された「幼稚園、小学校、中

学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の

改善について（以下、平成 20年答申と略す）」は、全

教科を横断して言語活動を重視するものであった。こ

れに続く平成 20年 3月公示の『文部科学省小学校学習

指導要領』(１)及び『同中学校学習指導要領』(２)には、

言語活動の充実について次のような記述がある。 

鑑賞領域の各学年の内容に、感じ取ったことを言葉

で表すなどの活動を位置付け、楽曲や演奏の楽しさに

気が付いたり、楽曲の特徴や演奏のよさに気が付いた

り理解したりする能力が高まるよう改善を図った。こ

れは、受動的になりがちであった鑑賞の活動を、児童

の能動的で創造的な鑑賞の活動になるように改善する

ことを意図したものである。（平成 20年小学校学習指

導要領解説音楽編 p.6、第１章３(7)） 

 

鑑賞領域の改善：音楽科の学習の特質に即して言葉

の活用を図る観点から、「言葉で説明する」、「根拠をも

って批評する」などして音楽のよさや美しさを味わう

こととし、音楽の構造などを根拠として述べつつ、感

じ取ったことや考えたことなどを言葉を用いて表す主

体的な活動を重視した。（平成 20年中学校学習指導要

領解説音楽編 p.6、第１章３(2)カ） 

 

 これらを受けて、小中学校の音楽科授業では主に次

のような誤った解釈と混乱が生じている。 

・音や音楽から離れた話し合いのための議論 

・感想ノートのような記述のみを重視する実践 

・歌唱曲や鑑賞曲を分析させる際に、音楽から遊離し 

た過度な夢想化や楽曲から乖離したストーリー化 

 よって本報告では文部科学省（以下、文科省）の資

料を整理することで、音楽科における言語活動の在り

方について、小中学校音楽科教員へ情報提供すること

を目的とする。 

 

２、「主体的に学習に取り組む態度の評価」の混乱 

 昭和 22年に公布された「学校教育法」第 30条第 2

項において「生涯にわたり学習する基盤が培われるよ

う、基礎的な知識及び技能を習得させるとともに、こ

れらを活用して課題を解決するために必要な思考力、

判断力、表現力その他の能力をはぐくみ、主体的に学

習に取り組む態度を養うことに、特に意を用いなけれ

ばならない。」と明言されていたが、平成 20年答申に

おいてより強くその具現化が求められ、その後に出さ

れた『文部科学省小学校学習指導要領解説音楽編平成

20年 8月』及び『同中学校学習指導要領解説音楽編平

成 20年 9月』では「主体的」の言葉が随所に見られた。

しかし、この「主体的に学習に取り組む態度」をどの

ように見とり評価するのかについては、小中学校音楽

科教員の間で解釈が錯綜し、音楽科授業の学習評価で

は主に次のような混乱をきたした。 

・規準の根拠が乏しく曖昧なまま成績を付けている 

・知識・技能と対峙関係にある評価と誤解している 

・知識・技能や思考力・判断力・表現力等で不足する 

ものを補う評価と誤解している 

・多く発言して、音楽を楽しみ、リーダーシップを執 

ろうとする態度を評価するものと誤解している 

 よって文科省の資料を整理することで「主体的に学

習に取り組む態度」の学習評価の在り方について、小

中学校の音楽科教員へ情報提供することを目的とする。 

 

Ⅱ 小学校音楽科における「言語活動」の在り方 

１、小学校の音楽科授業で実践される言葉活動 

 小学校音楽科の授業ではどのような言語活動をめざ

せばよいのか、『文部科学省小学校学習指導要領（平成

29年告示）解説音楽編』（３）では次のように位置づけ
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られている。（波線は筆者が注目する部分） 

 他者と協働しながら、音楽表現を生み出したり音楽

を聴いてそのよさなどを考えたりしていく学習の充実

を図る観点から、「音や音楽及び言葉によるコミュニ 

ケーションを図り、音楽科の特質に応じた言語活動を

適切に位置付けられるようにすること」を、「Ａ表現」

及び「Ｂ鑑賞」の指導に当たっての配慮事項として示

した。（p.8、第１章２③） 

 

ここで示された「音楽科の特質に応じた言語活動」

については、次のように説明されている。 

音楽科の学習において、音楽によって喚起されたイ

メージや感情、音楽表現に対する思いや意図、音楽を

聴いて感じ取ったことや想像したことなどを友達と伝 

え合い、友達の感じ方や考え方等に共感しながら、自

分の感じ方や考え方等を深めていくためには、言葉に

よるコミュニケーションが必要となる。 

 一方、音楽活動は、音や音楽によるコミュニケーシ

ョンを基盤としたものであり、言葉で表すことが本来

の目的ではない。したがって、言葉によるコミュニ 

ケーションが音や音楽によるコミュニケーションの充

実につながるように、配慮することが必要である。 

 例えば、表現の活動においては、表したい思いや意

図を言葉で伝え合いながら、実際に歌ったり演奏した

りして音楽表現を高めていく楽しさを味わうようにす

ることが考えられる。また、鑑賞の活動では、音楽を

聴いて気付いたことや感じ取ったことなどの様々な意

見を共有した後、視点をもって、再度音楽を聴くこと

により、音楽をより味わって聴くようにすることなど

が考えられる。～以下略～（p.124、第４章２） 

 

 さらに「Ｂ鑑賞」においては、次のように補足され

ている。 

 児童が鑑賞の学習を深めるためには、音楽を聴いて

感じ取ったことなどを言葉などで表すことが必要であ

る。言葉などで表すことで、曲の特徴について理解し 

たり、曲や演奏のよさなどについて考えたりする学習

が深まっていくのである。 

 言葉などで表す活動には、絵や図で表したり、体の

動きに置き換えて表したりするなど、広義の言語活動

が含まれる。児童が、心の中に描いた様々な情景や様 

子、気持ちなど想像したことや感じ取ったことを、言

葉や体の動き、絵や図で表すなどして教師や友達など

に伝えようとすることは、友達の感じ方や考え方等の 

よさに気付いたり共感したり、自分の感じ方や考え方

等を一層広げたりすることにもつながるものである。

（p.135、同上） 

 

これらのことから分かるとおり、小学校音楽科の授

業で実践する言語活動とは、「音楽を形づくっている要

素」等と曲想や曲の雰囲気やその変化との関係性に気

付き、それを言語行動や非言語行動（動作、絵や図）

によって他者へ伝えようとするものである。この「曲

想と音楽の構造などとの関わり」については、次のよ

うに説明されている。 

 曲想とは、その音楽に固有の雰囲気や表情、味わい

のことであり、音楽の構造とは、音楽を形づくってい

る要素の表れ方や、音楽を特徴付けている要素と音楽

の仕組みとの関わり合いである。 

 曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解する

とは、表現や鑑賞の活動を通して、対象となる音楽に

固有の雰囲気や表情などを感じ取りながら、「音楽か 

ら喚起される自己のイメージや感情」と「音楽を形づ

くっている要素の表れ方や、音楽を特徴付けている要

素と音楽の仕組みとの関わり合い」などとの関係を 

捉え、理解することである。（p.12、第２章１） 

 

２、「曲想と音楽の構造などとの関わり」に向けて交わ

される言語活動の例 

 小学校音楽科で用いられる言葉の例や、そこで交わ

される言語活動の例を『文部科学省小学校学習指導要

領（平成 29年告示）解説音楽編』から抜き出して紹介

する。ここに例示された言葉を参考にしながら、児童

同士や児童と教師の間の対話を促したり、教師から児

童へ投げ掛けたりすることも効果的であろう。各項目

とも「 」の中に指導要領解説編で例示された発言を

紹介し、その後に掲載ページ数と事項を記しておく。 

発言例のみを抽出して整理するのは煩雑な作業であっ

たが、これに基づいて文科省が考える音楽科授業にお

ける言語活動の方向性と位置づけを探りたい。 

 

(1)全体に関わる事項の説明の抜粋 

・「ア音楽を形づくっている要素を聴き取り、それらの

働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りなが

ら、聴き取ったことと感じとったこととの関わりにつ

いて考えること」p.25 

・「イ音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる音

符、休符、記号や用語について、音楽における働きと

関わらせて理解すること」p.25 

 

(2)「第１学年及び第２学年の目標と内容」に例示さ 

れた言葉や言語活動の具体例の抜粋 

①Ａ表現 歌唱 

「楽しくお話をしている感じが伝わるように歌いた

い」p.31 ア 

「動物がお話をしているような感じがするのは、旋律

に呼びかけとこたえのようなところがあるから」p.32

イ 

「楽しい感じがするのは、歌詞の中にいろいろな動物

の鳴き声が出てくるから」p.32 イ 
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②Ａ表現 器楽 

「飛び跳ねるような元気な感じが伝わるように演奏し

たい」p.37 ア 

「はずんで楽しい感じがするのは、スキップのような

リズムが何度も出てくるから」p.38 イ（ア） 

「鍵盤ハーモニカは、息を速く吹き込んだときとゆっ

くり吹き込んだときとでは、音の感じが違う。ゆっく

り吹き込むと優しい感じの音になる」p.39 イ（イ） 

③Ａ表現 音楽づくり 

「手のひらと手のひら、手のひらと握りこぶしという

ように、手の打ち方を変えると面白くなる」p.44 ア

（ア） 

「手の打ち方を変えることで、いろいろな音が生まれ

て面白い雰囲気になったことを教師が具体的に伝え

る」p.44 ア（ア） 

「同じリズムでお話をしているようなところと、違う

リズムでお話をしているようなところをつくったので、

面白い音楽になったことを教師が具体的に伝える」

p.44-45 ア（イ） 

「タンブリンは、打ったり振ったりこすったりすると、

音の高さ、長さ、音色が違って面白い」p.45 イ（ア） 

「同じリズム・パターンを繰り返していく中で、音色

を変えていくと面白さが生まれる」p.46 イ（イ） 

「体のいろいろな部分を手で打って出せる音を使い、

友達と違う音を選んで順番にリレーのようにつなぐ」

p.47 ウ（ア） 

「呼びかけとこたえを使い、一つの声部の呼びかけに、

他の声部がこたえるように音楽をつくっていく」

p.47-48 ウ（イ） 

④Ｂ鑑賞 

「この曲の楽しいところは、トランペットとバイオリ

ンがリレーのように何回も出てくるところ」p.50 ア 

「楽しく感じるのは、カッコカッコと同じリズムを繰

り返して打っているのに、時々リズムが変わったり、

途中からチリリリリーンという音が入ったりするか

ら」p.51 イ 

⑤〔共通事項〕 

「『だんだん近づいてきた後、遠ざかっていく感じがし

たのは、だんだん音が強くなった後に、だんだん弱く

なったから』と捉えるなど、強弱の変化とその働きが

生み出すよさや面白さ、美しさとの関係を考えること

である」p.52 ア 

 

(3)「第３学年及び第４学年の目標と内容」に例示され

た言葉や言語活動の具体例の抜粋 

①Ａ表現 歌唱 

「２羽の鳥が呼びかけ合いながら遠ざかっていく感じ

が伝わるように、強く、やや弱く、やや強く、弱く歌

おう」p.59 ア 

「のびやかで明るい感じになっているのは、同じリズ

ムが繰り返されたり、となり合った音が続いている旋

律の中で、時々上下に音が跳んでいて動きがあったり

するから。また、歌詞に紅葉で色づいた木や山の様子

が描かれているから」p.60 イ 

②Ａ表現 器楽 

「前半の弾んだ感じと後半のゆったりした感じの違い

を表したいから、前半はスタッカートで音を弾ませて

演奏し、後半は一つ一つの音を滑らかにつないで演奏

しよう」p.65 ア 

「ゆったりした感じから弾んだ感じに変わったのは、

途中から［付点８分音符＋16 分音符（タッカ）］のリ

ズムが多くなったから」p.66 イ（ア） 

「長胴太鼓は、ばちを上げずに軽く打ったときと、ば

ちを高くはね上げるようにして打ったときとでは、音

色や響きが違う」p.67 イ（イ） 

「リコーダーの指導では、トゥやティ、ルゥ、トォな

ど、音の高さなどに応じたタンギングの仕方を身に付

けるようにすることが考えられる」p.69 ウ（イ） 

③Ａ表現 音楽づくり 

「自分の工夫した音と友達の工夫した音を交互に鳴ら

して、音で会話をすると面白くなる」p.73 ア（ア） 

「異なる響きで会話することで、音の響きの組合せが

面白くなり、よい雰囲気になったことを教師が具体的

に伝える」p.73 ア（ア） 

「ウッドブロックとトライアングルを組み合わせると、

音の高さや長さが違って面白い」p.75 イ（ア） 

「短い旋律を、呼びかけ合うようにつないでいくと面

白さが生まれる」p.75 イ（イ） 

「ソラシの三つの音を使い、一人一人が４拍で即興的

に表現し、順番に旋律をつなぐ」p.76 ウ（ア） 

「反復と変化を使い、短いフレーズを反復させた後、

変化させて、また最初の短いフレーズを反復させて音

楽をつくっていく」p.77 ウ（イ） 

④Ｂ鑑賞 

「この曲の一番面白いところは、真ん中で、たくさん

の楽器が大きな音で激しい感じの旋律を演奏し、それ

が急に止まって最初に戻るところ」p.79 ア 

「堂々と行進する感じから、軽やかに踊っている感じ

に変わったのは、低い音の弦楽器の旋律と、高い音の

フルートの旋律が交替で出てきたり、重なったりして

いるから」p.80 イ 

⑤〔共通事項〕 

「『だんだん忙しい感じになってきたのに、急にのんび

りした感じに変わったのは、速度がだんだん速くなっ

た後に、急に速度が遅くなったから』と捉えるなど、

速度の変化とその働きが生み出すよさや面白さ、美し

さとの関係を考えることである」p.81 ア 
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(4)「第５学年及び第６学年の目標と内容」に例示され

た言葉や言語活動の具体例の抜粋 

①Ａ表現 歌唱 

「盛り上がるところは響きのある声で歌いたい。その

ためには、３段目の最後のフレーズをだんだん強くし

て４段目の曲の山につなげよう」p.88 ア 

「おだやかで懐かしい感じになっているのは、同じリ

ズムが繰り返されて滑らかな音の動きになっているか

ら。また、歌詞にふるさとのことを思ったり懐かしん

だりする気持ちが込められているから」p.89 イ 

②Ａ表現 器楽 

「主旋律と副次的な旋律が呼びかけ合ったり重なった

りする面白さを伝えるために、主旋律が引き立つ強さ

で、副次的な旋律を演奏しよう」p.94 ア 

「主旋律と副次的な旋律との関わりを考えて楽器の組

合わせを工夫することで、二つの旋律が呼びかけ合っ

ていたり、重なったりする面白さがよく表れるように

なったことを教師が具体的に伝える」p.95 ア 

「落ち着いた感じから明るい感じに変わったのは、低

い音域で旋律が繰り返されている前半に比べて、後半

は旋律の音域が高くなり、音の重なり方が少しずつ変

化しているから」p.95 イ（ア） 

「木琴や鉄琴は、打つ強さを変えたり、音盤の打つ場

所を変えたり、マレットの材質や硬さを変えたりする

と、音色や響きが変化する」p.96 イ（イ） 

「木琴や鉄琴の演奏では、表したい思いや意図に合っ

た音色になるようマレットで打つ強さに気を付けたり、

リコーダーの演奏では、音域や表現方法にふさわしい

息の吹き込み方やタンギングの仕方に気を付けたりす

るなど、音色や響きに応じた演奏の仕方を身に付ける

ようにする」p.98 ウ（イ） 

③Ａ表現 音楽づくり 

「木、金属、皮などの材質の物から生じるそれぞれの

音の響きを基に、「同じ材質の物から生じる音の響きだ

けでそろえて表現すると面白くなる」p.102 ア（ア） 

「遠くから来た動物の群れが近づいた後、走り去って

いくような音楽にしたいので、一つの楽器で始めてか

らいくつかの楽器を徐々に重ね、中間の部分では、速

度を速めて全員で音を出し、徐々に楽器を減らしなが

ら弱くして、最後は一つの楽器で終わりたい」p.103

ア（イ） 

「トライアングルとツリーチャイムなど、同じ材質の

打楽器を組み合わせると、響きがとけ合ってよくなる」

p.104 イ（ア） 

「あるリズム・パターンを、変化させながらつなぐだ

けでなく、一人一人がずらしながら重ねると、やまび

このような感じがしてよさが生まれる」p.105 イ（イ） 

「同じ材質の楽器を用い、一人が即興的に表現した 8

拍のリズム・パターンを繰り返して打つ間、友達が二

人、三人と新しいリズム・パターンを重ねていく」p.105

ウ（ア） 

「反復と音楽の縦と横との関係を使い、複数の声部で、

最初の部分は同じリズム・パターンを反復させ、中間

の部分では、同じリズム・パターンを４拍ずらして重

ねるようにし、最後の部分は、再び最初のリズム・パ

ターンを反復させてつくっていく」p.106 ウ（イ） 

④Ｂ鑑賞 

「この曲は、はじめと終わりに打楽器の激しいリズム

と金管楽器の力強い旋律が繰り返される生き生きとし

た音楽で、聴いていると、自分も前向きに取り組もう

という気持ちになれるから好きだ」p.108 ア 

「ゆったりとしておだやかな感じから、動きのあるに

ぎやかな感じに変わったのは、尺八が旋律で箏が伴奏

をしているような音楽が、真ん中では箏と尺八とが呼

びかけてこたえているような音楽になっているから」

p.109 イ 

⑤〔共通事項〕 

「強弱や速度の特徴を客観的に聴き取るだけでなく、

『なんだか追いかけられているような感じがしたのは、

だんだん強くなるのと同時にだんだん速くなっている

から』と捉えるなど、強弱や速度の変化と、それらの

働きが生み出すよさや面白さ、美しさとの関わりにつ

いて考えることである」p.110 ア 

 

Ⅲ 中学校音楽科における「言語活動」の在り方 

１、中学校の音楽科授業で実践される言語活動 

中学校音楽科の授業ではどのような言語活動をめざ

せばよいのか、『文部科学省中学校学習指導要領（平成

29年告示）解説音楽編』（４）では次のように位置づけ

られている。（波線は筆者が注目する部分） 

他者と協働しながら、音楽表現を生み出したり音楽

を聴いてそのよさや価値等を考えたりしていく学習の

充実を図る観点から、「音や音楽及び言葉によるコミュ

ニケーションを図り、音楽科の特質に応じた言語活動

を適切に位置付けられるようにすること」を、「Ａ表現」

及び「Ｂ鑑賞」の指導に当たっての配慮事項として示

した。（p.8、第１章２④） 

 

ここで示された「音楽科の特質に応じた言語活動」

については、次のように説明されている。 

音楽によって喚起された自己のイメージや感情、思

いなどを他者と伝え合ったり、他者がどのようなこと

を意図しているのかをよく考えて、それに共感したり

するためには、言葉によるコミュニケーションが必要

となる。 

音楽活動は、本来、音によるコミュニケーションを

基盤としたものであり、言葉によるコミュニケーショ

ンとは異なる独自の特質をもっている。一方、音楽科

の学習においては、言葉によるコミュニケーションを

適切に位置付けることによって、音や音楽によるコミ
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ュニケーションを充実させることができる。したがっ

て、生徒が音楽に関する言葉を用いて、音楽によって

喚起されたイメージや感情、音楽表現に対する思いや

意図などを相互に伝え合う活動を取り入れることによ

って、結果として、音によるコミュニケーションが一

層充実することに結び付いていくように配慮すること

が大切である。例えば、表現活動においてこのフレー

ズの最後の音が印象に残るように表現するために rit.

の仕方を工夫してはどうかなどと伝え合うことを通し

て他者とともに創意工夫して表現する喜びを味わうこ

と、また、鑑賞の活動において弦楽器による旋律がゆ

っくりした速度で演奏され、春の日ざしの中で歌って

いるような穏やかな気持ちになったなどと感じ取った

ことを言葉で説明し合うことを通して、様々な感じ取

り方があることに気付くことなどが考えられる。その

際、言葉のやり取りに終始することなく、実際に、様々

な rit.の仕方で歌ったり、弦楽器の旋律を聴き返した

りするなどして、言葉で表したことと音や音楽との関

わりが捉えられるようにすることが大切である。～以

下略～（p.100、第４章２） 

 

これらのことから分かるとおり、中学校音楽科の授

業で実践する言語活動とは、前章で述べた小学校音楽

科と同様、「音楽を形づくっている要素」や楽曲の背景

等と曲想や曲の雰囲気との関係性に気付き、それを言

語行動によって他者へ伝えようとするものである。こ

の「曲想と音楽の構造や背景などとのかかわり」につ

いては、次のように説明されている。 

曲想と音楽の構造や背景などとの関わりを理解する

とは、その音楽固有の雰囲気や表情、味わいなどを感

じ取りながら、自己のイメージや感情と音楽の構造や

背景などとの関わりを捉え、理解することである。し

たがって、単に教材となる曲の形式などを覚えたり、

曲が生まれた背景に関するエピソードなどを知ったり

するのみでは、理解したことにはならないことに留意

する必要がある。なお、背景などとしているのは、歌

唱分野における歌詞の内容も含んでいるからである。

（p.13、第２章１） 

 

また「音楽の構造」について、次のように補足され

ている。 

音は、一音だけでも音楽と成り得るが、基本的には、

音と音との関係の中で意味をもち音楽となる。そして

音楽は、音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、

強弱、形式、構成などの要素によって形づくられてい

る。これらの要素は総合的かつ複雑に関わり合いなが

ら音楽としての全体像を成している。さらに、リズム

の構造、テクスチュアの構造のように、それぞれの要

素をより細かく見る場合もあり、構造は様々なレベル

や関係性の中で捉えることが可能である。このように、

音楽を形づくっている要素そのものや要素同士の関連

及び音楽全体がどのように成り立っているかなど、音

や要素の表れ方や関係性、音楽の構成や展開の有り様

などが、音楽の構造である。～以下略～（p.26「Ａ表

現」及び p.29「Ｂ鑑賞」、同上） 

 

２、「曲想と音楽の構造などとの関わり」に向けて交わ

される言語活動の例 

 前節の小学校と同様に、中学校音楽科の実践で用い

られる言葉の例や、そこで交わされる言語活動の例を

『文部科学省中学校学習指導要領（平成 29年告示）解

説音楽編』から抜き出して紹介する。これに基づいて

文部科学省が考える音楽科授業における言語活動の方

向性と位置づけを探りたい。 

 

(1)全体に関わる事項の説明の抜粋 

・「曲想とは、その音楽固有の雰囲気や表情、味わいの

ことである。また曲想は、音楽の構造によって生み出

されるものである」p.39 

・「音楽の構造とは、音楽を形づくっている要素そのも

のや要素同士の関わり方及び音楽全体がどのように成

り立っているかなど、音や要素の表れ方や関係性、音

楽の構成や展開の有り様である」p.39、p.45、p.61 

・「音楽の構造」や「音楽によって喚起されるイメージ

や感情」に関する説明は pp.25-26、p.29 にある。 

 

(2)「第３章 第１学年の目標と内容」に例示された言

葉や言語活動の具体例の抜粋 

①Ａ表現 歌唱 

「優しい感じにするために、柔らかい声で、旋律の上

がり下がりの動きに合わせて自然な強弱変化を付けて

歌いたい」p.38 ア 

「広がりが感じられるように、静かに始まり、徐々に

盛り上がっていくように歌いたい」p.38 ア 

「静かな始まりの中にも力強さが欲しいので、言葉の

発音をはっきりさせて、一つ一つの言葉を訴えかける

ように、徐々にクレシェンドして歌いたい」p.38 ア 

「そう感じたのは、四分音符や二分音符が多く、隣り

合った音に移っていく、なだらかな旋律が繰り返され

ているからだ」p.39 イ（ア） 

「四分音符や二分音符が多く、隣り合った音に移って

いく、なだらかな旋律が繰り返されていることによっ

て、優しく穏やかな感じが生み出され、人の優しさを

表している歌詞の内容が伝わりやすくなっている」

p.39 イ（ア） 

「フレーズの最後の音を優しい感じにするために、デ

クレシェンドしたい」p.41 ウ（ア） 

「ここは自分のパートが主旋律なので、他のパートよ

り少し大きめの声で歌おう」p.42 ウ（イ） 

「伴奏は四分音符が連続しているので、それを聴きな

音楽科授業における「言語活動」と「主体的に学習に取り組む態度の評価」の在り方について
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がら歌えば速さが合わせられそうだ」p.42 ウ（イ） 

②Ａ表現 器楽 

「軽快さがあり、はずんだ感じにするために、音の長

さを短めにしたり、どの音域でも明瞭に発音できるよ

うにしたりして演奏したい」p.44 ア 

「全体的には滑らかな感じだけれど、第３フレーズに

は歯切れのよさを感じるところがあるので、音の長さ

に変化を付けて、その違いが表現できるように演奏し

たい」p.44 ア 

「（この曲は生き生きとした感じがする）そう感じたの

は、主旋律にシンコペーションのリズムが繰り返され

ているからだ」p.45 イ（ア） 

「この旋律は、他の声部から主旋律を受け継いで演奏

する部分なので、主旋律のつながりが自然になるよう

に演奏したい」p.47 ウ（イ） 

③Ａ表現 創作 

「落ち着きのある穏やかな旋律にするために、四分音

符や二分音符を多めに使って旋律をつくりたい」p.49

ア 

「楽しく元気な雰囲気を感じる旋律にするために、付

点音符のあるリズムを使ってつくりたい」p.49 ア 

→（深まったり新たな思いや意図となったりする）「付

点音符のあるリズムを使っても、音の高さの変化が小

さいと楽しく元気な雰囲気があまり感じられないので、

音をつなげるとき、音の高さの変化の大きい部分も入

れてつくりたい」p.49 ア 

④Ｂ鑑賞 

「言葉で説明する際には、対象となる音楽が、自分に

とってどのような価値があるのかといった評価を、根

拠をもって述べることが重要になる。そのためには、

次に示す①から④までを明らかにできるように指導す

ることが大切である。 

①音楽を形づくっている要素や音楽の構造 

②特質や雰囲気及び曲想 

③①と②との関わり 

④気に入ったところ、他者に紹介したいところなど

自分にとってどのような価値があるのかといった

評価。上記の①から④においては、④が評価であ

り、①②③が根拠となる。」pp.57-58 

「他者との関わりの中から自分の価値意識を再確認し、

音楽の構造などを一層客観的に把握したり、音楽の味

わいをより深めたりすることができる。」p.58 

⑤〔共通事項〕 

「音楽を形づくっている要素に着目した知覚と感受と

は、例えば『この太鼓の音色は、日本的だ』～略～『ド

ンドコドンドコというリズムと和太鼓の音色から、日

本的で、踊り出したくなるような音楽だと感じる』と

考えることなど」p.33 

 

 

(3)「第３章 第２学年及び第３学年の目標と内容」に

例示された言葉や言語活動の具体例の抜粋 

①Ａ表現 歌唱 

「力強さを感じるこの歌の歌詞は、作詞者が中学生に

向けて強く語りかける気持ちで書いた詩なので、一つ

一つの言葉を大切にしながら、言葉が一つ一つ切れて

しまわないように、フレーズのまとまりを大切にして

歌いたい」p.71 ウ（ア） 

「主旋律を歌うソプラノパートの声を聴きながら、そ

の声量に合わせてバスパートを歌う自分の声量を大き

くすれば、響きに安定感が出るのではないか」p.72 ウ

（イ） 

「主旋律を歌うアルトパートの声を聴きながら、その

音色に合わせて柔らかな声が出せるような発声を工夫

してみよう」p.72 ウ（イ） 

②Ａ表現 器楽 

「軽快さを感じるこの曲は、踊りの曲として作曲され

た曲なので、アクセントが付いている音を響きのある

音で弾き、踊りやすい速度で踊りの動きを止めないよ

うに演奏したい」p.76 ウ（ア） 

「主旋律の音色を聴きながら、その音色に合わせて柔

らかい音色で演奏した方が全体のバランスがよくなる

のではないか」p.77 ウ（イ） 

「打楽器パートが表現しているクレシェンドと accel.

が曲のイメージに合っていたので、打楽器パートをよ

く聴きながら、音量と速度の変化のさせ方を合わせら

れるようにしよう」p.77 ウ（イ） 

③Ａ表現 創作 

「２小節の長さでつくったハ長調の動機を、反復、変

化させたり、重ねたりするなどして、２本のアルトリ

コーダーのためのまとまりのある音楽をつくること」

という課題や条件に沿って旋律をつくる際の技能は次

のように考えることができる。p.82 ウ 

①ハ長調の音階から音を選んで、ハ長調の特徴を生

かした２小節の動機をつくっている。 

②まとまりある感じを生み出すための根拠に基づい

て、つくった動機を反復、変化させたり、重ねた

りして、音楽をつくっている。 

③２本のアルトリコーダーで演奏することのできる

音楽をつくっている。 

（筆者注：ここで言う能力とは、旋律や音楽旋律をつ

くるために必要な技能であり、演奏技能ではない） 

④Ｂ鑑賞：特に例示の記載無し 

⑤〔共通事項〕 

「第１学年の学習で、『ff は“とても強く”という意

味で、力強さや大きな喜びなどを表すことができる』

と理解していた生徒が、さらに詳細な様相に着目し、

速度やテクスチュアなどとの関わりを意識しながら知

覚・感受することによって、『ff は、力強さや大きな

喜びだけではなく、逆に大きな悲しみや絶望を表すこ
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ともできる』といったような理解に至ることが考えら

れる」p.90 ア 

 

Ⅳ 小中学校音楽科における「主体的に学習に 

取り組む態度の評価」の在り方 

１、令和元年度「小・中学校各教科等担当指導主事連 

絡協議会報告書」に示された学習評価の文例 

小中学校音楽科の授業において「主体的に学習に取

り組む態度」の評価はどのように判断すればよいか、

「令和元年度小・中学校各教科等担当指導主事連絡協

議会報告書、教科・領域：音楽＜小学校＞」及び「同

音楽＜中学校＞」(５)から、この事項の評価に関わる文

例を抜粋する。これにより文科省が考える学習評価の

方向性と位置づけを探りたい。 

 

(1)評価の観点及びその趣旨 

・「音や音楽（中学校：音や音楽、音楽文化）に親しむ

ことができるよう、音楽活動を楽しみながら主体的・

協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取り組もうとして

いる。」 

 

(2)「『主体的に学習に取り組む態度』の評価規準の設

定方法について」より重要と考える部分の抜粋 

・「当該学年の『評価の観点の趣旨』の内容を踏まえて

作成する。『評価の観点の趣旨』の文頭部分『音や音楽

に親しむことができるよう』は『主体的に学習に取り

組む態度』における音楽科の学習の目指す方向性を示

しているものであるため、各題材の評価規準としては

設定しない。」 

・「『評価の観点の趣旨』の『表現及び鑑賞』の部分は、

扱う領域や分野に応じて『歌唱』『器楽』『音楽づくり』

『鑑賞』より選択して置き換える。なお、『学習活動』

とは、その題材における『知識及び技能』の習得や『思

考力、判断力、表現力等』の育成に係る学習活動全体

を指している。」 

・「『評価の観点の趣旨』の『楽しみながら』の部分は、

『主体的・協働的に』に係る言葉であり、単に活動を

『楽しみながら』取り組んでいるかを評価するもので

はない。あくまで、主体的・協働的に取り組む際に『楽

しみながら』取り組めるように指導を工夫する必要が

あることを示唆しているものである。」 

・「文頭部分には、その題材の学習に粘り強く取り組ん

だり、自らの学習を調整しようとする意志をもったり

できるようにするため必要となる、興味・関心をもた

せたい扱う教材曲の特徴などに関する事柄を記載する

ことが考えられる。」 

 

 以上から明らかにされたのは、「親しむ、楽しむ」等

は評価の対象とせず、「粘り強く取り組む、自らの学習

を調整すること」を重視していることである。 

２、「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関す

る参考資料」に示された学習評価の文例の抜粋 

次に、国立教育政策研究所教育課程研究センター

『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参

考資料小学校音楽 』(６)及び『同中学校音楽』(７)から、

「主体的に学習に取り組む態度の評価」に関わる文例

を抜粋要約して紹介する。資料から関連する文例のみ

を抽出して整理するのは煩雑な作業であったが、これ

に基づいて文科省が考える学習評価の方向性と位置づ

けを明らかにしてみたい。 

・（小学校 p.10）「知識及び技能を習得したり、思考力、

判断力、表現力等を身に付けたりするために、自らの

学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤す

るなど自らの学習を調整しながら、学ぼうとしている

かどうかという意思的な側面を評価することが重要で

ある。」とした上で、「粘り強い取組を行おうとしてい

る側面」と「自らの学習を調整しようとする側面」か

ら評価することを求めている。 

その具体的な評価方法として「ノートやレポート等

における記述、授業中の発言、教師による行動観察や

児童生徒による自己評価や相互評価等の状況」を用い

ること等が考えられるとしている。 

さらに次のような補足説明が付してある。「自らの学

習を全く調整しようとせず粘り強く取り組み続ける姿

や、粘り強さが全くない中で自らの学習を調整する姿

は一般的ではない」 

また前節と同様に、単純な「楽しむ」や「親しむ」

を評価に含めないことが随所に示されている。 

 

(1)小学校音楽科における学習評価の文例の抜粋 

 「主体的に学習に取り組む態度」の具体的な評価規

準の文例を抜粋して紹介する。これにより文科省が想

定する学習評価の方向性や姿を探ることができる。 

・（小学校 p.47）「呼びかけ合って歌う表現に興味をも

ち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の

学習活動に取り組もうとしている。」 

・（小学校 p.52）「楽器の音の響きや組合せの面白さに

興味・関心をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・

協働的に音楽づくりの学習活動に取り組もうとしてい

る。」 

・（小学校 p.52）「リズムのつなげ方や重ね方のよさや

面白さに興味・関心をもち、音楽活動を楽しみながら

主体的・協働的に音楽づくりの学習活動に取り組もう

としている。」 

・（小学校 p.56）「曲の特徴を捉えて表現する学習に興

味をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に

歌唱や器楽の学習活動に取り組もうとしている。」 

・（小学校 p.65）「打楽器の音色やリズムに興味をもち、

音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に音楽づくり

や鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。」 

音楽科授業における「言語活動」と「主体的に学習に取り組む態度の評価」の在り方について
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・（小学校 p.73）「和音と旋律との関わりを生かして音

楽をつくる活動に興味・関心をもち、音楽活動を楽し

みながら主体的・協働的に音楽づくりの学習活動に取

り組もうとしている。」 

・（小学校 p.80）「祭り囃子の音楽の特徴などに興味を

もち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に鑑賞

の学習活動に取り組もうとしている。」 

 

(2)中学校音楽科における学習評価の文例の抜粋 

・（中学校 p.47）「旋律と言葉との関係に関心をもち、

音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の学習

活動に取り組もうとしている。」 

・（中学校 p.48）「音楽の雰囲気の移り変わりに関心を

もち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に鑑賞

の学習活動に取り組もうとしている。」 

・（中学校 p.55）「『荒城の月』、『早春賦』の歌詞が表

す情景や心情及び曲の表情や味わいに関心をもち、音

楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の学習活

動に取り組もうとしている。」 

・（中学校 p.61）「三味線の構造や奏法による音色の違

いに関心をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協

働的に器楽の学習活動に取り組もうとしている。」 

・（中学校 p.68）「合唱表現の多様さに関心をもち、音

楽活動を楽しみながら主体的・協働的に鑑賞の学習活

動に取り組もうとしている。」 

・（中学校 p.76）「音色、テクスチュア（音の重なり方）

の違いによる音楽が生み出す雰囲気や表情などの変化

に関心をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働

的に創作と鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。」 

 

(3)学習評価を見取るポイントの例示の抜粋 

・（小学校 p.62）「発言の内容に見られる学習内容への

興味、友達の発言に対する反応、歌っているときの表

情や体の動きの観察、歌声の聴取、取り組み時の様子

や演奏時の行動観察」等から見取る。 

・（小学校 p.81）「知りたい、紹介したいという願いを

もっているかについて発言や記述内容から評価」 

・（小学校 p.83）「題材を通じた目標や見通しをもとう

としているか、課題を把握して学習に取り組もうとし

ているかについて、児童の観察から評価」 

・（小学校 p.83）「集中して～聴いているか。～興味を

もって話を聞いているかを、観察を中心に、ワークシ

ートの記述内容も補完的に用いながら評価」 

・（小学校 p.84）「目的意識をもったり、これまでの学

習を生かしたりして鑑賞の学習に取り組もうとしたり

しているかについて、発言の内容、観察（表情・行動）

から評価」「今まで学んだこと（ワークシートや板書）

を生かして書こうとしているかについて、発言の内容、

観察（表情・行動）や、ワークシートの記述から評価」 

「友達から学ぼうとしていたか、聴き方が深まったこ

とを自覚できているかについて、本時の振り返りの記

述から評価」 

 

 以上から分かるとおり、これまで多く見られた「意

欲・関心・態度」をそのままこの事項の評価に当ては

めることは適切ではなく、さらに「単純に親しむこと、

楽しむこと」を評価の対象に含めないことに注目した

い。そしてこの事項の評価では「粘り強く取り組むこ

と」と「（他者のやり方や意見を取り入れる等により）

自らの学習を調整すること」の並立を重視することに

注目したい。また、その見取りは「発言の内容に見ら

れる学習内容への興味、友達の発言に対する反応、歌

っているときの表情や体の動きの観察、歌声の聴取、

取り組み時の様子や演奏時の行動観察、ワークシート

やふり返りカードの記述」等の多様な方法を取り入れ

ることで、Ⅰの２で挙げたような児童・生徒からのア

ピールや積極性に傾いた評価ではなく、より客観的な

評価が求められていることに注意したい。 

 

 本報告では文科省から出された諸資料から言語活動

と学習評価に関わる事項を抜粋要約して紹介すること

で、音楽科授業における言語活動の在り方と、主体的

に学習に取り組む態度の評価の在り方について情報提

供した。今後は教育現場における実効性について、分

析と考察を進めたい。 
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